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大阪市における学校規模ポジティブ行動支援 

（SWPBS／PBIS）の発展と課題 

庭山 和貴 

（大阪教育大学） 

 

 

はじめに 
学校全体で組織的にポジティブ行動支援

（positive behavior support; 以下、PBS）
に取り組む、学校規模ポジティブ行動支援

（school-wide positive behavior support; 
以下、SWPBS）は日本でも実践例が見られ

始め（石黒, 2010; 大久保・月本他, 2020）、
現在広まりを見せています。教育委員会と連

携した取り組みも、いくつかの地域で見られ

始め、今後の発展が期待されるところです。

特に徳島県では、教育振興計画に PBS が位

置づけられ、全県的に推進されています。徳

島県の取り組みについては、様々な形で全国

的にも発信されていますので、今回は

SWPBS が広まってきている他の地域として、

大阪市の例をご紹介する機会を頂きました。

この紹介を通じて、他の地域で SWPBS を推

進しておられる方々のご参考に少しでもな

り、どこかで協働できる部分があればと願っ

ています。 
 

「エビデンスベースの学校改⾰」の⼀部とし
ての SWPBS の普及 
大阪市は、人口約 275万、小学校 288 校、

中学校 130 校の大都市です。この大阪市にお

ける SWPBS は、筆者が所属する大阪教育大

学・連合教職大学院（以下、本学教職大学院）

と大阪市教育委員会の連携研修事業である

「エビデンスベースの学校改革」の枠組みの

中で推進されています。この研修事業は

2018年度から開始し、2021年度に 4年目を

迎えています。 
本研修事業では、大阪市教育委員会と本学

教職大学院の連携の下で、大阪市の公立小中

学校の教員が年間 15コマ（1コマ 90 分）の

研修を受講します。研修受講者の勤務校は、

「エビデンスベースの学校改革」モデル校と

して指定され、実際に学校現場において研修

内容を実践し、データを取りながらその効果

を検証することが教育委員会から奨励され

ています。この学校現場での実践を行う際に

も、適宜必要なサポートを本学教職大学院か

ら提供しています。 
研修内容は、「エビデンスを学ぶ」「エビデ

ンスを使う」「エビデンスをつくる」という 3
ステップで構成しています。「エビデンスを

学ぶ」では、エビデンスとは何か？について

の講義を行った上で、エビデンスベーストな

学校規模の実践として SWPBS や、（本学の

野田航先生のご協力も頂いて）介入に対する

反応性モデル（response to intervention; 以
下、RTI）の紹介をしています。「エビデンス

を使う」では、実際に受講者の勤務校に

SWPBSや RTI を適用するとしたら、どのよ

うに進めていくかの推進計画作成を行い、可

能な範囲で学校現場においてその計画を実

行します。さらに、「エビデンスをつくる」

では、学校現場でエビデンスに基づく実践を

行った効果についてデータ収集を行い、学校

全体を一つの分析ユニットとして事例レベ

ルのエビデンスをつくることを目指します。

以上のように本研修事業自体は、エビデンス
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に基づく実践を教育現場に学校規模で導入

していくことに主眼を置いており、その一部

として SWPBS を位置づけています。よって、

すべてのモデル校が SWPBS を実施してい

るわけではなく、学業面に焦点を当てた取り

組みを進める学校もあります。 
このような研修事業に、初年度の 2018年
度は、中学校 2校・小学校 5校の計 7校から、

17 名の教員が研修を受講されました。全体

の受講者数を絞りながらも、一つの学校から

複数の教員に受講して頂いたのは、学校現場

で実際に取り組みを進めていく際に「推進チ

ーム」として動きやすくなるようにとの狙い

がありました。そして、これは実際にそのよ

うにしてよかったと感じています。2019年 8
月には、この 7 校が 1年半ほどの取り組みの

成果を報告する全市公開研修会も開催され、

170名収容のホールが満席となり、学校教員

だけでなく、教育委員会関係者や大阪市の区

長など、行政関係者にも多数ご参加頂きまし

た。2020 年度には、さらに 4 校がモデル校

として加わり、初期の 7 校を「フォローアッ

プ校」として計 11 校になりました。このう

ち 8 校が SWPBS を実践しており、他の 3
校も部分的に PBS を実践されています。

2021 年度には新たに 3 校が加わる予定で、

本研修事業に参加する学校数は着実に増え、

それとともに SWPBS を実践する学校数も

増えつつあります。 
また、本研修をきっかけとして、本学教職

大学院に入学されるモデル校の現職教員も

毎年 2〜3 名おられ、こういった方々が勤務

するモデル校とはさらに連携を深め、研修で

取り扱う内容を超えて SWPBS を推進して

います。これらのモデル校では、SWPBS の

実行度（fidelity）尺度である Tiered Fidelity 
Inventory（以下、TFI; 大対・庭山・田中, 
2020）に基づいて SWPBS 導入を進めてい

る点が特徴です。TFI は米国において広く使

用されている実行度尺度であり、その妥当

性・信頼性が検証されています。この TFI
を学期ごとに採点し、得点の低かった項目に

ついて校内システムの改善を図り、次の TFI
採点時に得点が上がったか確認するサイク

ルを回し続けます。その結果として、SWPBS
第 1層支援について、TFI で十分な実行度と

判断される 70％以上の得点率に達する学校

が大阪市内で複数出てきました。 
さらに最も重要な児童生徒のデータに関

しても、全校の問題行動発生率が 10 分の 1
以下まで減少した学校や、SDQ 等の心理尺

度に全校規模で改善が見られた学校、基礎学

力面の指標に改善が見られた学校など、様々

な成果が上がっています。 
また有り難いことに、各モデル校が、様々

な形で取り組みを学校外にも発信してくだ

さっています。SWPBS を成功させた経験を

積極的に発信される教員もおり、この 2年間
で 70 件ほどの研修・講演会をこなされた方

もいます。その結果として、モデル校以外の

学校から「うちの学校でもやってみたいのだ

が…」という問い合わせを頂くことも増えて

きました。さらにモデル校から異動された校

長・教頭先生から、「異動先の学校でも少し

ずつ始めたいのだが…」という問い合わせも

頂いています。こういった学校も含めると、

PBS という言葉やその考え方・アプローチに

ついては、大阪市内で一定程度、浸透してき

ていると考えられます。 
このように、最初は教育委員会と大学との

連携によって始まったトップダウン型の研

修事業であったのが、学校現場で着実に成果

を積み上げ、さらにその成果を学校現場の教

員に語って頂くことによって、ボトムアップ

型で普及が進みつつあります。しかし、学校

現場のニーズとして「PBS をやりたい！

SWPBS をやってみたい！」というものがあ

るにも関わらず、こちら側がそれに十分に対
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応できていない状況もあります（そしてこれ

が、「エビデンスベースの学校改革」のモデ

ル校を、年 3〜4 校ずつしか増やせていない

要因の一つでもあります）。 
 

現在の課題 
行動分析家には釈迦に説法ですが、「知識

として知っていること」と「現場で実行に移

す（行動する）」ことは、イコールではあり

ません。知識に関しては、SWPBS を導入す

る学校数が加速度的に増えていったとして

も、オンライン等の活用によって大規模に伝

達することはある程度可能でしょう。しかし、

得た知識をもとに、実際に学校現場でどのよ

うに研修受講者が行動することが SWPBS
の実践に繋がるのかは、各学校における受講

者のポジションや他の教職員の理解度、児童

生徒の実態などによって大きく異なります。

また当然ですが、研修受講者の「SWPBS推
進行動」が強化される環境をつくっていくこ

とも重要です。 
そこで、研修受講者が校内の SWPBS推進

リーダー役として、具体的にどのような行動

をとればよいのか、助言・フィードバックで

きる学校外部の専門家の存在が必要となり

ます。さらに、このような学校外部の専門家

が、校内からの働きかけだけでは行動変容の

難しい教員（例えば、頑なに罰的コントロー

ルを使用する教員）に対して直接働きかける

ことで、SWPBS はより進みやすくなります。

実際、米国では、SWPBS を進める上で、教

員に対して研修を行うだけでなく、各学校に

足を運んで実践的な助言・フィードバックを

定期的に行う学校外部の「PBIS コーチ」が

存在します。このような PBISコーチはスク

ールサイコロジストや、モデル校で推進リー

ダー役を担った教員が就くことが多いよう

です。このコーチに当たる存在が、月 1回以

上は各 SWPBS 実践校を訪問して指導・助言

に当たる仕組みがあります。 
個人的な経験からも、SWPBS を十分な実

行度で行い、「荒れた学校」「課題の多い学校」

「教員が疲弊しきっている学校」が立ち直っ

ていくには、外部専門家が月 1回は訪問する

ことが必要だと感じています。もちろん、

SWPBS を導入しようとして「上手くいかな

い学校」がある程度出ることもやむなしと考

えるのであれば、研修・訪問頻度を減らすこ

とは可能です。しかし、それを現在の日本に

おける SWPBS の普及状況でよしとするの

は、普及戦略上もまずいと考えますし、何よ

り子ども達の利益に繋がらないと思うので

す（と言いますか、個人的に我慢なりません）。

また、２〜３年で SWPBS第 1層支援が十分

な実行度に達し、児童生徒のデータに改善が

見られたとしても、教員の異動を考えると完

全にその学校内だけで自立して SWPBS を

持続していくのは難しく、頻度は多少減った

としても、外部からの「コーチ」がやはり継

続して関わっていく必要があります。 
しかし、大阪市において SWPBS 実践校が

2 桁に達する（「エビデンスベースの学校改

革」のモデル校・フォローアップ校は計 11
校、2021年度からは計 14 校）中で、学校側

から研修・訪問要請があるにも関わらず、「コ

ーチ役」を担っているのは主に私一人です。

月1回以上の頻度でこれらの学校すべてに訪

問し、さらにモデル校以外で PBS の実践を

希望される学校までをカバーするのは、時間

的・物理的に極めて困難です（それでも、確

実に成果が出るように、学校側の要請に応じ

てほぼそれに近い頻度で研修・学校訪問をこ

なしてはいます）。私一人で「コーチ役」を

務める段階は、とうに過ぎているのが現状で

す。もちろん、大阪市教育委員会との会議や

本学教職大学院内において、私の代わりがで

きる「コーチ役」をどのように育成していく

かや、その人材活用の在り方について、既に
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検討を始めてはいます。こうしたことが整っ

てくると、さらなるブレイクスルーに繋がる

と考えていますが、「もっと早くから動けば

良かった…」というのが正直なところです。 
 

初期段階から⾃治体内で「準専⾨家」の育成
を！ 
以上のようなことを書かせて頂いたのは、

これから、あるいは既に SWPBS の導入を自

治体と連携して進めておられる方々に対し

て、初期段階から SWPBS に関する準専門家、

すなわち「コーチ役」の育成をしていく必要

性をお伝えしたいと強く思ったからです。実

は私自身、こういったコーチ役を育成してい

く必要性について、海外の文献を読んで早い

段階から認識はしていました。しかし、そこ

にあまりリソースを割いてこなかったこと

を、現在、心の底から後悔しながら、自身の

スケジュール帳を眺めています。もちろん、

自治体内で一定の成果を上げるまで、教育委

員会等とコーチ役の育成について話を進め

ることはできないと思いますが、「もう少し

早くから、進めておけばよかった」という想

いがあります。 
このような「コーチ役の育成」を自治体内

でしていくことの必要性についてなど、自治

体規模で SWPBS を推進していく際に参考

となる実行度の指標として、米国の PBIS テ

クニカル・アシスタンス・センターから、

District Systems Fidelity Inventory
（DSFI）や、State Systems Fidelity In-
ventory（SSFI）のパイロット版が公開され

ています（Center on Positive Behavioral 
Interventions and Supports, 2019a, 
2019b）。日本ポジティブ行動支援ネットワー

ク（www.apbsjapan.org）において、これら

の翻訳に着手しており、翻訳が完了次第、公

開予定です。 
尚、別の大きな課題として、SWPBS を推

進していく上で必要不可欠なデータシステ

ムの整備がありますが、これについては学校

規模で問題行動データを収集・分析するアプ

リが近日中に公開できそうなところまで来

ており、一定の目途が付きつつあります。日

本ポジティブ行動支援ネットワークのホー

ムページ上に説明を掲載予定ですので、よろ

しければこちらも是非ご覧ください。以上の

情報が、少しでもこれから PBS や SWPBS
の普及を進めていかれる方々のお役に立て

ばと思っております。 
 

おわりに 
SWPBS は、行動分析学から生まれ、発展

してきました。いくつもの学校に日々足を運

び、各校のそれぞれの教室の中で、教員と子

ども達の行動が互いに正の強化で維持され

るように変容していく様を見ると、行動分析

学の有用性・素晴らしさを改めて感じます。

日本全国には、小・中学校だけで約 3万校あ

り、児童生徒数は 1000万人近くになります。

この3万校もの学校の中、それぞれ教室内で、

日々繰り返される教員と子どもの相互作用

がより良いものになるよう、行動分析学はも

っと貢献できるはずです。ここまでお読み頂

いた方々の中で、「こんなことで連携・協働

できそう！」という方がおられましたら、是

非お声かけください。お待ちしています！ 
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日常の行動改善 

—UPRIGHT GO2を用いた猫背改善— 

八重樫 勇介 

（株式会社MillReef） 

普段、産業・組織領域で行動分析学を軸に行

動改善やマネジメントのコンサルティングをし

ている八重樫と申します（専門は OBM：組織

行動マネジメントです）。そんな私がニューズレ

ターの原稿を書くことになり、はじめはオーソ

ドックスに自分の OBM 実践について書こうか

と思いました。しかし、それは実際の行動デー

タと共に、年次大会で発表しそうだなと思い、

別な内容にしました（「解釈や説明ではなくデー

タで語る」のが大切だと思っているので）。私は

仕事や研究ではもちろんですが、日常の自分の

問題改善にも行動データを取って取り組んでい

ます。沢山プライベートな行動改善に取り組ん

だ記録があるのですが、その中の一部を今回紹

介します。ニューズレターということもあり、

緩く真面目な内容です。 
今回の行動改善に取り組むきっかけは、知り

合いの研究者から「八重樫君は、顔は悪くない

のに、姿勢と服が悪いのが弱点」と言われたこ

とでした。服は人によって良し悪しの判別が複

雑そうなので、まずは姿勢改善に取り組むこと

にしました（もともと猫背の自覚はあり、自分

が写っている写真を見るたびに嫌に思っていた

こともあるので）。 
そこでまずは現状のベースライン（以下 BL）

をどのように測定するか考えました。自己観察

で姿勢を記録していくのは、労力・正確性共に

不適切だと判断し、なにか良いツールはないか

と探しました。そこで見つけたのが、UP 
RIGHT GO2（UPRIGHT Technologies Ltd.）
というツールです（図 1）。まさに今回の取り組

みにピッタリと言わんばかりの機能が付いてい

ました。UP RIGHT GO2 では、①姿勢を感知

して記録するだけのトラッキングモード②猫背

（一定以上の角度）を 5秒以上キープすると振

動が来るトレーニングモードという、2 つのモ

ードがあります。最初はトラッキングモードに

設定し、普段の自分はどの程度猫背になってい

るか現状を把握した上で、介入として振動刺激

を用いました。安定した状態で測定するため、

仕事時間である平日 9 時-18 時を対象としてい

ます（9割以上が座っている状態）。 
 取り組みは、ABABA デザインで行いました。

介入である振動刺激がなくとも、適切な姿勢を

維持することが望ましいため、複数回介入の除

去を行い、介入効果を検討しました。 
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 結果と考察です。実際のデータを図 2 に示し

ます。BL＜BL1＜BL2 と適切な姿勢の割合が

増加したことから、振動刺激による介入効果が、

除去後も維持されたことが考えられます。BL
から介入期へ移行した際は、目に見えて高い行

動変化が見られました（約 9割）。介入 1→BL2
では、介入 1 での適切な姿勢割合から一気に減

少したものの、BL1よりは高い水準でのデータ

が得られました（BL2 はデータの変動性が高く、

安定するまで多くの期間が必要となりました）。

また介入期間中、振動刺激は強度が変わらず一

定であったので、馴れにより適切な姿勢の割合

が減少されるかと想定していましたが、安定し

て高い水準が維持されていました。最終的には、

BL3で振動刺激がなくとも約9割水準で正しい

姿勢で生活できるようになりました。 
限界点としては、振動刺激がないトラッキン

グモードでも UP RIGHT GO2 を付けているこ

と自体の影響や、日々自己記録してグラフの推

移を確認していたことによる影響は完全に排除

しえないです。今後の課題としては、UP 
RIGHT GO2 を付けていない期間や自己記録が

ない期間が続いても、BL3 の水準で維持される

かどうかです。そのため、UP RIGHT GO2 を

外した 1ヶ月後・2ヶ月後・半年後に再度トラ

ッキングモードで姿勢を記録し、適切な姿勢が

維持されているか試してみたいと思います。ま

た、今回は対象が仕事時間である平日 9-18時の

座っている状態であったので、立っているとき

の姿勢や、プレゼン・学会・研究会発表などの

非日常的な状況ではどうなのかも見ていく必要

があります。 
今回は日常生活やプライベートな問題におけ

る行動改善を紹介しました。私は本業以外でも、

普段からこのように改善したいことのデータを

とって取り組んでいます。こうやって自分のこ

とでも、実際にデータを取って、改善の取り組

みをしてみると、客観的に自分と向き合え、冷

静な問題解決ができるなと感じています。記録

方法を考え、行動データを取り、介入案を導入

し、データを追っていくこと自体に強化されて

いるのかもしれません。 
最後に余談ですが、図 2 のグラフは私が共同

開発した Smart PIG という、行動やパフォー

マンスのグラフ化ツールで作成されたものです。

フェイズ変更や傾向の加味、目標設定などが簡

単にできるようになっており、シングルケース

デザインに基づいた実践のハードルを下げてく

れることや、行動改善のためのパフォーマン

ス・フィードバックやセルフマネジメントを目

的に作りました。まだ試運用段階ということも

あり、公表については色々と悩んでいますが、

自分も含めた様々な実践家の役に立てばと思っ

ています。興味ある人はお声がけください。 
—————————————————————————————————————— 
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オンラインで行動分析学を学んでみて 

井上 湧斗 

 

 

皆さん、はじめまして。私は兵庫県の精神

科病院で心理士として働いていました（※こ

の 3 月で退職し、4 月からは違う仕事をして

います）。編集委員の方と知り合って、今回

のニューズレター投稿のきっかけになった

のは、慶應義塾大学で開催された行動ウェル

ネス研究会（ニューズレター 2020年 冬号 
No. 97参照）でした。行動ウェルネス研究会

は、現場の実践家が実践効果を研究の形で公

表していくことをエンパワーする魅力的な

研究会だったのですが、2020 年度から

COVID-19 の流行に伴い、開催が困難な状態

が続いています。 
そうした状況下で、大学の授業の仕方も変

わり、私たち現場の実践家にとっても行動分

析学を学ぶことに関する随伴性が大きく変

化した 1年でした。対面での学習機会は大き

く制限されましたが、一方で、オンラインで

の学習機会はかなり増加しました（例えば、

武藤崇先生の ACT インスティチュート等）。

行動分析学会 2020年度年次大会もオンライ

ンで開催され、2021 年度もオンライン開催

になるとのことですので、この状況はまだし

ばらく続きそうです。  
今回のレターでは私が経験した、この 1年

のオンラインでの学びについて書かせてい

ただきます。まず、COVID-19 の流行以前の

2019年 12 月頃から、行動分析学を学ぶため

のオンラインコミュニティを作り、「はじめ

ての応用行動分析（二瓶社）」の輪読会を始

めました。私自身が田舎に住んでいることも

あり、行動分析学を学ぶ機会が少なく、無い

なら自分で作ろう！と思ったことがきっか

けです。Twitter で仲間を募り、LINE オー

プンチャットやSlackでテキストでのやり取

りができる形を整え、web 会議ができる

Zoom を使って輪読会を開催しました。軽い

気持ちで作ったこのコミュニティでしたが、

なんと立ち上げ 2・3 日で 300 人近くが集ま

りました。Zoom での読書会は多い時で 20
人ほどでしたので、実質的な人数は少ないで

すが、行動分析学に対する関心の高さには驚

かされました。一方で、行動分析学に対する

誤解の多さも感じました。「行動分析学＝相

手の些細な仕草から相手の本音を読み取る」

というような受け取られ方をしやすいよう

です。運営上の課題としては、書き込みの多

い活発なコミュニティを維持することが難

しいということもありました。10 回ほど読
書会をした後、この大人数のコミュニティの

活動は現在停止状態になっています。 
今は新たに小さなグループを 2 つ作って、

オンラインでの学びを継続しています。1 つ

は ACT や行動療法のロールプレイグループ

をするグループです。もう 1 つは勉強や掃除

の習慣化など日常生活の困りごとをテーマ

として、記録の取り方や介入方法をディスカ

ッションして実際に取り組んでみるグルー

プです。ここで後者のグループで「掃除の習

慣化」に取り組んだ実践例を、参加者の方が

コメント付きでまとめてくださったグラフ

と一緒に紹介します（分かりやすくまとめて

くださった当事者の R さん、アドバイザーの

八重樫勇介さん、ありがとうございます！）。

まず、1週間で取り組みたい掃除を場所（左

軸：リビング・玄関等）ごとに分け、さらに

各場所で取り組みたい掃除の項目（右軸：掃

き掃除・拭き掃除等）ごとに分けてカレンダ
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ーにチェックしました。その場所のすべての

項目が達成できればその場所の掃除も達成

とし、2 つの介入に取り組みました。第一の

介入では、テレビにふせんを張り、達成でき

たらはがし、それを本人がカレンダーに記録

していきました。そして月に一度、アドバイ

ザーから掃除行動の推移について、グラフ化

されたものを基にフィードバックしていき

ました。第二の介入では、アドバイザーがい

なくても本人の自己記録によって行動を維

持させるために、数値を入力したら自動でグ

ラフが更新されるツールを用いて行動の習

慣化に取り組みました。その結果、安定して

9割以上の水準で掃除行動が習慣化されまし

た。話し合いながら取り組んでみると、行動

分析学のやり方と実際に一人一人に継続可

能なやり方をすり合わせたり、一人で介入す

る時とは違った気づきも多くありました。 
行動分析学に限らず、この 1年間でオンラ

インの研修や勉強会、コミュニティは爆発的

に増加しています。Web 会議システムの

Zoom利用者数は 2019年 12月時点では全世

界で 1,000万人でしたが、2020年 4 月には 3
億人を突破したそうです。Zoom 以外にもビ

ジネス用のチャットサービスSlackなどオン

ライン勉強会に役立つインフラが普及し、

SNS での仲間集めと合わせて、私のような

IT に関する特別な知識もなく、大学の先生の

ようなネームバリューも無い一実践家でも

オンライン勉強会を企画することができる

ようになりました。オンラインの勉強会の運

営で難しいのは、いかにして能力向上につな

げられる質の高い発言を多く引き出せるか

という点です。行動分析学の視点から考える

と、チャット等では書いたコメントが残るの

で、質問・回答・情報提供などカテゴリーに

分けて、測定することができます。介入とし

ては発言へのリアクションを変えたり、1週
間ごとの発言量グラフをフィードバックす

ることもできるかもしれません。そう考える
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と、行動分析家こそ、良いオンラインコミュ

ニティを作るのにもっとも向いている人々

かもしれません。加えて、行動分析学への関

心の高さは先に書いた通りですので、オンラ

インでも行動分析学を学ぶ機会が増えると

良いと思います。……そうは言いつつも、画

面越しではなく膝を突き合わせて、お酒を酌

み交わしながら語り合える日が、一日も早く

来るよう心より願ってやみません。
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文章が書けない人のはなし 

三田村 仰 

（立命館大学） 

先日，臨床行動分析研究会という先進的な研

究会がございました。今回，ありがたいことに，

そこで僕が話したことでいいのでニューズレタ

ーに書くようお声かけいただきました。ただ，

必ずしもその話でなくても良いらしいというこ

とと，実際，そこでの発表内容はかなりプライ

ベートな話でここに書くような話でもないよう

に思え，どうも気が引けるのです。原稿執筆の

ご依頼を受けていつも気にするのが字数の縛り

ですが，本誌は寛容にも字数は取り立てて制限

していないとのこと，すばらしい！！僕はいつ

も紙幅の制限によって書きたいことの半分も書

けずに割愛に割愛を重ねるのが常なのでたいへ

んありがたく思います。ところが困ったことに

いざ書き始めようとすると，バラバラとアイデ

アは浮かぶものの何もまとまったものが書けそ

うにありません。そこで，件の研究会でも少し

お話しした僕が文章を書けなかった話を少し書

かせていただくことにいたします。 
 

三田村仰『はじめてまなぶ行動療法』金剛出版 

 まず，自己紹介がてら，ステルスでなく広報

をさせていただきますと，『はじめてまなぶ行動

療法』（金剛出版）という本を書きました！中身

は行動分析学を基にいかにして心理療法という

営みを解読，再構成するか，という話を順に説

明するものです。総ページ数 333 で，“「はじめ

ての」と謳い，かわいい表紙なのに，ゴツい”

のが特徴です。この本，本当はあと 100ページ

くらい書けたと思うのですが，当初の想定以上

に分量が増えたので実は結構割愛しています。

300 でも 400 でも書けるんなら，「お題も字数

も融通の効くニューズレターはきっとかけるよ

ね？」という感じが自分でもするのですが，実

際にはこれが書けないわけです。この"書けな

さ”について，行動分析学的な検討は皆様にお

任せするとして，個人的な主観を基に考察して

みたいと思います。 
小学校での作文は三行が限界 
母親曰く，僕は小学校低学年のとき，「作文が

三行しか書けない子供」だったそうです。確か

に文章を書くのは大嫌い（書く意味がわからな

いから）だったのと，夏休みの作文の宿題をや

らずにがんばって踏み倒したことくらいです

（ただし，担任からの催促を消去しきるまで

1.5ヶ月くらい辛抱する必要があります）。あと

は，授業中先生が言っていることはだいたいよ

くわからなかったので，基本的には聞き流して，

「さあ，始めてください！」と先生が合図を出

し，皆がそれを始めたら，隣の席の女子の真似

をして僕も何かを始めるというのが小学校低学

年の頃の僕の日常でした。 
話が逸れましたが，要は文章を書くスキルが

著しく低かったわけです。一応，繰り返してお

きますが現在はそれなりに文章を書くスキルが
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あって，一丁前に論文を書いたり（英語でさえ

も！），人様の文章をチェックしたり（学生指導

や査読など），日々の職業生活に支障がない状態

にまでスキルが高まっておりますのでご心配な

く。 
なぜ書けない 
さて，肝心の，「ではなぜ書けなかったか？」

について考察していきましょう。結論から言う

と，第 1 にテーマの自由度が高いほど，書くべ

き一つのテーマに収束しなくなるため（テーマ

の設定），第 2 に，その課題の目的・意図・評

価基準（目的の明確化）が分かっていなかった

ため，だと考えられます。この 2 つがクリアー

されない条件は少なくとも僕にとってはカオス

として経験されます。たとえば，熟練の行動分

析の実践家でも，「この子の行動を分析してくだ

さい」といきなり言われても困りますよね（そ

うですよね？？）。どういった文脈の中で，どん

な困りごとをどうしたいというニーズがあるの

かを少なくとも教えてもらう必要があるでしょ

う。こう書いていたら，むしろ，なぜ他の子供

たちは書けていたのか不思議な気がしてきまし

た...。たぶん，そこは個体差の問題で，僕より

も他の多くの児童の方があいまいな教示にも感

覚的に対応する能力が高かったのでしょう（め

んどうなので行動的な解釈は省かせてくださ

い）。他の子供たちはより定型発達的だったのだ

ろうということです（系統発生的な話です）。 
論文形式のテンプレート 
ともかく，枠組みと目的を固定してもらえれ

ば，僕としてはたぶん書けそうな気がするわけ

です（反対に，「引き受けるべきでない」という

明確な解が導かれることもあります）。実際，僕

がいつ頃から（特に苦痛が以前のようになく）

文章を書けるようになったかというと大体博士

後期課程のあたりになります。この書くという

スキルは学部と大学院でのゼミの指導教員から

添削いただいたことで修得しました。とりわけ，

学術論文における「目的・方法・結果・考察」

という定型に沿って書くよう指導を受ける訳な

ので，だいぶ僕としては書きやすい枠組みと目

的が与えられることになりました。たいへん丁

寧に文章校閲をしていただいたおかげで，まず

この論文形式のテンプレートの書き方について

学習しました。今度は，そのテンプレートのア

イデアが，般化なのか刺激機能の変換なのかし

まして，「人間が書く文章や会話にも，目的とそ

のための方法があるのではないか？」という発

想に至りました。実際そうして見てみると，指

導教員に論文の原稿を見てもらうだとか，日程

を調整してもらうといった目的の下，人はコミ

ュニケーションしていることがわかります。行

動分析学で言うマンドの話ですね。ただ，若干

厄介なのは人々はしばしば不正確な情報伝達を

したり，論理的に破綻したことを言ったり，は

たまた本来の目的と違うことをやりとりしてい

るようであることです。この辺りのことは語用

論や社会言語学などを調べると，かなり整理で

きてきそうです。つまり，人は，ある目的につ

いて必ずしも直接的にそれを達成しようとしな

かったり，お互いが仲間であることを確認し合

うという機能でやりとりしていることがあるわ

けです。そう考えてみると，依頼原稿の執筆な

りというテキストベースのコミュニケーション

は大抵の場合，枠組みも目的もより明確に設定

されているので，その意味では今の僕にとって

はずっと簡単な作業なわけです。 
依頼原稿執筆の行動連鎖 
最後に，これまでさまざまな依頼原稿なりを

どのように書いてきたか，その仕組みを考察し

たいと思います。まず，依頼を受けた際はその

依頼されたテーマと字数制限とから，自分自身

が書けるもしくは書きたいテーマとのマッチン

グをおこない，どのような内容が書けそうかシ

ミレーションします。さらに，その雑誌等の媒

体の読者や編者のニーズから，テーマや書き方

をさらに調整します。たとえば，「一般読者向け

に/専門家向けに」という方向性が決まっていれ

ば，与えられた枠組みと制限のなかで，現在の

自分に書ける・書きたい内容はかなり絞り込ま
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れることになります。自然なこととして，現在

の自分に書ける・書きたい内容は複数ありえる

わけですが，比較的他の人が書いていない話，

最近，ホットなテーマ，複数の領域の話を掛け

合わせたことでちょっと斬新なテーマ，などを

優先することで，ありうるテーマのランクづけ

がおこなえるため，そこまで悩む必要はなくな

ってきます。 
今回の依頼原稿は 
肝心の今回の原稿に関しては，自由さとユー

モアに満ちた本ニューズレターの特徴からうま

く標的が絞れず，結果的に少々目的の定まりき

らない内容になってしまいました。しかしなが

ら，ある人が文章を書ける条件と書けない条件

についての当事者の声として，今後の皆様の実

践に活かしていただければ幸いです。[←まさに

この一文こそが，自分の中での文章をまとめる

際のレパートリーを駆使してなんとかそれっぽ

い形にしようとがんばっているところ！] 僕
が本当にちゃんと文章が書けているかチェック

されたい方はぜひ拙著を手にとってみてくださ

い！ 
 
注）今回は，お声かけくださりありがとうご

ざいました！ すごい文句言っているようにも

読めるかもしれませんが，いただいたお題に不

満を言っているわけではございません。 
 

参考 
臨床行動分析研究会ホームページ 

https://sites.google.com/site/cbaworkshop/ 
三田村仰『はじめてまなぶ行動療法』金剛出版 

 
————————————————————————————————————————— 
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＜自著を語る＞ 

Rではじめるシングルケースデザイン 

藤巻 峻 

（早稲田大学/日本学術振興会） 

 

 
2021 年 2 月 15 日、『R ではじめるシングル

ケースデザイン』という本が出版されましたの

で、今回は本書について紹介します。 
「検定や効果量を簡単に算出できて、おまけ

にきれいなグラフまで一瞬で出る、R を使って

そんなツールを作れないか？」というお誘いを、

日本行動分析学会の編集・出版担当理事（当時）

である武藤崇先生から受けたことが、本書のは

じまりでした。そこからは武藤先生と本書の構

成や章立てを考え、出版に向けて少しずつ前進

していきました。時には東京で相談する機会を

作ってくださったこともありました。ある程度

まで解析パッケージを作った段階では、ワーク

ショップを開催してくださり、実際に使用して

もらって使いやすさや問題点、改善点を洗い出

す重要な機会となりました。今となっては懐か

しい出来事ですが、こうした武藤先生のマネジ

メントがなければ本書が完成することはなかっ

たと思います。この場を借りて改めて感謝申し

上げます。本書はシングルケースデザインの統

計を含めるという方向性だったので、途中から

は山田剛史先生にも著者に加わっていただくこ

とになりました。山田先生はシングルケースデ

ザインの統計解析に関する視点から、本書の執

筆に関わってくださりました。以上が本書のは

じまりから完成までの経緯です。 
本書は 3 章構成となっています。第 1 章はシ

ングルケースデザインの概要です。行動分析学

はシングルケースデザインという研究法と徹底

的行動主義に特徴づけられた学問だといえるで

しょう。徹底的行動主義を学んだ人であれば、

なぜシングルケースデザインなのか？という疑

問にも迷わず答えられることと思います。しか

し、そうでない人たちにとっては必ずしもそう

ではないでしょう。こんなに実験参加者が少な

くて良いのか？これが科学的な方法といえるの

か？などなど、シングルケースデザインに向け

られる幾多の疑いの目は想像に難くありません。

第 1 章はそうした疑問に答えるとともに、シン

グルケースデザインの概要や実際の様々なデザ

インについて解説しています。 
第 2 章は R および RStudio の簡単な使用方

法について解説しています。「R ではじめる」と

いうタイトルからも明らかなように、本書では

R を用いてシングルケースデザインのデータを

料理するといった内容なので、R についての基
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礎知識は必須です。かといって R についてガチ

ガチに解説することは本書のスコープを超えて

しまうので、第 3 章で紹介する解析パッケージ

を使いこなせる程度の簡潔な内容になっていま

す。 
そして第 3 章は、シングルケースデザインの

データを解析するためのパッケージの使用法に

ついての解説です。このパッケージは本書のた

めに作成したものです。AB デザインからはじ

まり、反転法と多層ベースライン法に対して適

用することができます。本書の解析パッケージ

を使用することで、ランダマイゼーション検定

と 4 種類の効果量の算出、（きれいな）グラフ

の作成を行うことができます。グラフの作成に

関しては非常に細かい部分までカスタマイズで

きるようになっています。現状では、これらを

いっぺんに行えるシングルケースデザインのパ

ッケージは存在しないだろうと自負しています。 
本書が想定している読者は、必ずしも行動

分析学会員の方々のみではありません。近年、

シングルケースデザインは従来の応用行動分析

の域に留まることなく、看護医療、リハビリテ

ーション、教育、臨床心理学など、様々な分野

へと広がっています。本書の「刊行にあたって」

において武藤先生が述べられていますが、本書

は前理事長の坂上貴之先生による「公認心理師

法施行後には、シングルケースデザインの普

及・浸透が欠かせない。それは、行動分析学の

責務である」というミッションのもとではじま

っています。そのため、行動分析学会員のみな

らず、様々な領域の研究者にシングルケースデ

ザインを知ってもらうことが 1 つの大きな目標

です。シングルケースデザインについて学んで

みたいという人がもし周りにいたら、本書を紹

介してもらえると嬉しいです。特に興味をもっ

ていなくても、一読を勧めてくださるとさらに

嬉しいです。よろしくお願いします。 
 本書の解析パッケージを使用すれば検定も

効果量算出もグラフ作成も一瞬で終わります。

シンプルに、これが最大の長所です。この長所

を活かし、どんどん論文を書いて投稿してくだ

さい。本書が研究成果の発表に活かされること

が、本書に携わった者にとっての最大の強化子

になります。その一方で、著者としては触れに

くい、短所についても触れておかねばなりませ

ん。実は上述した長所こそが、同時に短所にも

繋がっています。一瞬で解析できるパッケージ

を作るにあたり、相応の制約もつけざるを得ま

せんでした。例えばシングルケースデザインの

長所は、個体（個人）の行動を見ながら柔軟に

独立変数を操作できる点にありますが、探索的

な操作を行ったデータに対する本書の解析パッ

ケージの対応力は高くありません。柔軟な操作

に対しては、解析する際にも柔軟に R のコード

を記述する必要があるのですが、パッケージ化

するにあたってはどうしてもそうした要素を十

分に残すことができなかったからです。その他

に、対応できる実験デザインが限られているこ

と、算出できる効果量が限られていること、デ

ータポイント数が多いと結果の出力までにかか

る時間が長くなること、などが挙げられます。

これらの短所から著者として危惧するのは、本

書に合う形で研究を実行してしまうことの危険

性です。特にシングルケースデザインの場合、

型にはまった研究になってしまうことは、その

長所を大きく損なうことになります。解析パッ

ケージを使うための研究ではなく、本来の目的

に沿って研究を展開することがベストです。本

書の解析パッケージに振り回されるのではなく、

うまく活用して使いこなしてくだされば幸いで

す。これは些か無責任な物言いだという自覚も

あるので、実際のデータへの適切な使用例など

を紹介できるようなワークショップの企画を考

えています。乞うご期待。 
 最後に、R のようなオープンソースの世界

には、パッケージを一度作ったら終わりではな

く、実際にユーザーに使用してもらい、改善点

などを見つけ、修正を重ね、さらに使いやすい

パッケージへと洗練していくという文化があり

ます。本書を電子書籍として出版している理由
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は、そうした文化を踏襲してパッケージをより

洗練させていきたいと考えているからです。パ

ッケージについてのご意見や改善点などお気づ

きの点があれば、出版元である ratik
（info@ratik.org）までお知らせいただけると

幸いです。上記に挙げた短所についても、今後

少しずつ改善していきたいという思いもありま

す。パッケージが更新された際には本書のサポ

ートページから情報を発信していきます（サポ

ートページは本書の出版元である ratik の web
サイトを参照してください。行動分析学会のホ

ームページにもリンクがあります）。読者と執筆

者が交流し、内容をアップグレードしていくと

いうスタイルは、現代における新しい書籍の在

り方となるのでしょうか。そんな展望に思いを

馳せつつ、本書が手に取った皆様のお役に立つ

ことを願っています。 

 

————————————————————————————————————
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編集後記  

 2020年春号を読み返し「あの最初の緊急事

態宣言から、1年経ったのか」という驚きを感

じています。すっかり慣れてしまったような部

分もあれば、見通しのない不安、そして変異株

などという新たな脅威もあり、増え続ける数字

に日々さらされるストレスは相当なものであ

ると思います。行動分析学会員各位も、“ニュ

ーノーマル”なる生活の変化に適応するため、

仕事や生活の様々な場面で模索を続けられて

いることと思いますが、ご無理なさいませんよ

う。何卒ご自愛ください。 
 今回のニューズレターは、シングルケースデ

ザインがなんとも身近に感じられる記事や、当

事者としての実践のご報告を多く寄せていた

だきました。変化し続ける状況に刻一刻と対応

し続ける柔軟性は行動分析の強みですね。皆様、

素敵な原稿をありがとうございました！ 
（A.K） 

 

 

Ｊ-ABAニューズ編集部よりお願い 
● ニューズレターに掲載する様々な記事を、会員の皆様から募集しています。書評、研究室紹

介、施設・組織紹介、用語についての意見、求人情報、イベントや企画の案内、ギャグやジ

ョーク、その他まじめな討論など、行動分析学研究にはもったいなくて載せられない記事を

期待します。原稿はテキストファイル形式で電子メールの添付ファイルにて、下記のニュー

ズレター編集部宛にお送りください。掲載の可否については、編集部において決定します。 
● ニューズレターに掲載された記事の著作権は、日本行動分析学会に帰属し、日本行動分析学

会ウェブサイトで公開します。 
● 記事を投稿される場合は、公開を前提に、個人情報等の取扱に、十分ご注意ください。また、

学術的に明らかに誤った記述、学会活動や行動分析学に全く関係のない記事、営利目的と考

えられる記事（著訳書等の紹介を除く）、差別的表現や誹謗中傷が含まれる記事等については、

編集部より修正を求める場合や掲載をお断りする場合があります。 
 

〒635-0832 奈良県北葛城郡広陵町馬見中 4-2-2 
  畿央大学 教育学部 大久保研究室内 
日本行動分析学会ニューズレター編集部 大久保 賢一 
E-mail: kenichi.ohkubo@gmail.com  


